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　このあたり一帯は、もともと加賀藩の家老本多家の武家屋敷が軒を連ねていたところ
です。戦後は、金沢美術工芸大学等の学校用地として利用されていました。周辺は藩政期
からの豊かな緑でおおわれ、森の中には歴史博物館、美術館、能楽堂をはじめとする文化
施設が多く設置されており、 て文化の香り高いゾーンと
して親しまれています。
　この公園は、多くの歴史遺産や文化施設を取り巻くようにして設けられています。それら
を結ぶ遊歩道や広場では、木かげのベンチで読書や語らいを楽しむ人など、思い思いの利
用がなされています。
　本多の森公園の緑は、兼六園や金沢城に連なる貴重な緑で、深い緑と歴史的な文化施
設に囲まれた落ち着いた風情は市民や観光客に好評です。
　また、令和2年には、国立工芸館が皇居外苑の北の丸公園から園内に移転開館しまし
た。
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日本で唯一の工芸を専門とする国立美術館

（旧陸軍第九師団司令部庁舎） （旧陸軍金沢偕行社）

 国立工芸館

▲県立歴史博物館

▲イベント

石川県の能楽・邦楽の継承・振興のための施設

加賀藩の家老であった本多家秘蔵の美術工芸
品等の展示

13

いしかわ生活工芸ミュージアム（　　　　　　　　　　  ）

本多の森公園

一帯 「兼六園周辺文化の森」としは

、
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北陸新幹線

（市営本多公園）


